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（1） 令和 2年 7月 15日

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　12 月 10 日（火）、城南体育館にてシニアスポー
ツ交流会を開催しました。会員の健康づくりと仲間
づくりを目的に開催しているこの交流会には、当日
96 名の会員が参加しました。
　城南区シニアクラブ連合会では、今後も健康寿命
の延伸のために様々な活動に取り組んでいきます。

シニアスポーツ交流会

12ページに関連記事

人生を豊かに
仲間と健康増進

準備体操スプーン競走

輪投げ

やったね！バンザイ！

令和2年総会（開催中止）については4ページにお知らせしています



（2）第 7 0 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

盛
夏
の
候
、
城
南
区
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
、

区
政
の
推
進
や
各
種
事
業
の

実
施
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

地
域
の
高
齢
者
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
の
理
念
の
も
と
、
長

年
に
わ
た
り
演
芸
大
会
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
、
友
愛
訪
問
活
動
を

実
施
さ
れ
る
な
ど
、
高
齢
者

の
方
々
が
元
気
に
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に

ご
尽
カ
い
た
だ
い
て
お
り
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

　

福
岡
市
で
は
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
、
人
生
１
０
０
年

時
代
に
向
け
て
、「
ひ
と
」

も
「
ま
ち
」
も
ど
ち
ら
も
幸

せ
に
な
れ
る
社
会
の
実
現
を

目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
福

岡
１
０
０
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

城
南
区
に
お
き
ま
し
て

も
、
高
齢
者
の
方
々
が
住
み

慣
れ
た
ま
ち
で
自
立
し
た
生

活
を
安
心
し
て
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
行
動
が
制
約

さ
れ
る
等
、
不
自
由
な
思
い

を
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
健
康
管
理
に
は
十
分
留
意

さ
れ
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

結
び
に
、
城
南
区
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
元
気

で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
2
年
度
は
困

難
な
状
況
の
中
で
ス
タ
ー
ト

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
拡
大
す
る
中
、
多

く
の
皆
様
が
健
康
を
守
る
た

め
に
日
々
努
力
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
拝
察
し
ま
す
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
、
当
初
計
画
し
た

事
業
の
う
ち
、
演
芸
大
会
を

は
じ
め
い
く
つ
か
の
事
業
を

自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
各
単

位
ク
ラ
ブ
で
の
様
々
な
活
動

に
お
い
て
も
、
縮
小
も
し
く

は
中
止
・
延
期
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た

経
験
や
知
恵
を
生
か
し
て
こ

の
困
難
を
克
服
し
て
い
ら
れ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
多
く

の
仲
間
と
と
も
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
い

つ
か
こ
の
試
練
が
遠
の
い
た

日
に
は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
再
開
さ
せ
、
ま
た
元

気
に
実
行
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
の
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
多
く
の
会
員

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
盛
会
の
う
ち
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
区
長
を
は

じ
め
、
城
南
区
役
所
、
城
南

区
社
会
福
祉
協
議
会
の
皆
様

の
ご
指
導
と
ご
支
援
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
城
南

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

役
員
な
ら
び
に
単
位
ク
ラ
ブ

会
長
、
女
性
部
長
の
皆
様
の

ご
尽
力
の
賜
物
で
ご
ざ
い
ま

す
。
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
生

き
が
い
づ
く
り
の
場
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
し
て
仲

間
づ
く
り
を
行
い
、
孤
立
す

る
こ
と
な
く
、
地
域
で
支
え

合
う
基
盤
を
つ
く
り
あ
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
高
齢
者
の
団
体
で

あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
活
性
化

さ
せ
、
老
人
ク
ラ
ブ
創
立
の

基
礎
で
あ
る
、
高
齢
者
自
ら

が
お
互
い
に
助
け
合
う
「
自

主
・ 

自
立
・
共
助
」
の
精

神
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
一
人
ひ

と
り
が
い
き
い
き
と
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指

し
、
活
力
と
魅
力
あ
る
老
人

ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
向
け
て
、

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
、
令
和
2
年
度
も
仲

間
づ
く
り
や
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
活
動
を
は
じ
め
、

地
域
社
会
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
諸
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を

祈
念
し
て
、
私
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

�

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

城
南
区
長�

渡
邊
　
恭
順

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
内
原
　
悟
　

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ク
ラ
ブ
へ



（3） 第 7 0 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

実施日 行　　　事 対　象　者 会　　場

4

3日（金）会計監査 会長・会計・監事 城南区役所審査会室

7日（火）校区女性部長会 会長・副会長・
校区女性部長 城南区役所大会議室

9日（木）第1回運営委員会 運営委員 城南区役所小会議室

5

7日（木）三役会 会長・副会長等 城南区役所審査会室

8日（金）
第2回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

総会 単位クラブ会長・
校区女性部長

城南区役所
大・小会議室

15日（金）広報部会 広報部会員・庶務 城南区役所審査会室

22日（金）市）第47回老人クラブ  
     通常総会

単位クラブ会長・
校区女性部長 福岡市民会館

6
3日（水）第3回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

12日（金）囲碁・将棋大会 高齢者 城南市民センター
会議室

7

3日（金）第4回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

13日（月）演芸大会 高齢者 城南市民センター

15日（水）広報紙「ふれあい」
第70号発行 会員等

28日（火）市）囲碁・将棋大会 区代表 市民福祉プラザ
601・602

8 4日（火）第5回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

9

1日（火）市）第57回高齢者
　 保健福祉大会 市高齢者 福岡市民会館

3日（木）
第 6 回運営委員会 運営委員 城南市民センター

単位クラブ
リーダー研修会 

単位クラブ会長・
校区女性部長 城南市民センター

11日（金）市）健康づくりリーダー     
     研修会 区推薦会員 市民福祉プラザ501外

15日（火）グラウンド・ゴルフ
代表者会議

会長・副会長・
体育部会員等 城南区役所小会議室

15日（火)  「老人の日」（老人週間 15 日～ 21 日）

16日（水) 社会福祉施設訪問事業
施設希望想定日

会 長・ 副 会 長・
女性部会員等 特養）飛鳥

20日（日) 全国一斉「社会奉仕の日」会  員 各校区

21日（月）社会福祉施設訪問事業
施設希望日

会 長・ 副 会 長・
女性部会員等 特養）油山緑寿園

25日（金）シニア教養講座
（写真教室①） 高齢者（一般公募）城南区役所小会議室

実施日 行　　　事 対　象　者 会　　場

10

1日（木）市）高齢者ゲートボール
     大会 区代表チーム 山王公園

2日（金）シニア教養講座
（写真教室②） 高齢者 撮影会

（動植物園など）

6日（火）

第 7 回運営委員会・
校区女性部長会

運営委員・
校区女性部長 城南区役所小会議室

ソフトダーツ講習会 運営委員・女性部長・
競技役員 城南区役所小会議室

7日（水）グラウンド・ゴルフ
大会（予備日 9 日） 校区推薦代表 西南杜の湖畔公園

12日（月）

～

18日（日）
市）高齢者美術展 高齢者

（一般公募） 福岡市美術館

16日（金）シニア教養講座
（写真教室③） 高齢者 城南区役所小会議室

20日（火）広報部会 広報部会員・庶務 城南区役所小会議室

27日（火）市）高齢者グラウンド・ゴルフ   
大会（予備日28日） 区代表 舞鶴公園

10

～

11

30日（金）

～

3日（火）
ねんりんピック岐阜大会 岐阜県

11

5日（木）
第 8 回運営委員会 運営委員 城南市民センター

単位クラブ女性部長研修会 女性部長 城南市民センター

17日（火）シルバーバスハイク 高齢者
（一般公募）

行先：
伊万里・大川内

26日（木）ソフトダーツ大会 高齢者 城南体育館

12

3日（木）第 9 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

9日（水）市）女性部会研修会 区部会員・
推進員

市民福祉プラザ
402・ホール

11日（金）シニアスポーツ交流会 高齢者 城南体育館

1

1日（金）広報紙「ふれあい」
第 71 号発行 会員等

7日（木）第 10 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

25日（月）

～

29日（金）
文化作品展 高齢者

（一般公募） 城南区役所１階ロビー

26日（火）市）老人クラブリーダー
     養成研修会 区推薦会員 市民福祉プラザ 601

2
4日（木）市）高齢者

　 ソフトダーツ大会 区代表 福岡市民体育館

5日（金）第 11 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

3 4日（木）
第 12 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

友愛訪問説明会 友愛訪問班長等 城南区役所
大・小会議室

城南区シニアクラブ連合会   行 事 予 定 表令和 2 年度

◎　運営委員会　10：00～
◎　運営委員会と同時開催の会議、研修会等は概ね13：30～
◎　市民センター、体育館等で実施する事業は事業ごとに事前にご案内します

開始時間について



（4）第 7 0 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

役　職 校　区 氏　名 役　職 校　区 氏　名

会　長 金　山 内原�　　悟

委　員

鳥　飼 森田�美智子

副会長
堤 戸高�　輝美 田　島 金子�琢一郎

女性部（七隈） 門田�　行子 長　尾 津留﨑�利雄

庶　務 女性部（堤丘） 安藤�カズエ 南片江 山本�　　嚴

会　計 女性部（鳥飼） 小野�やす子 堤　丘 石橋　� 英明

監　事
別　府 大野　� 晴信 女性部（別府） 末岡　� 敬子

七　隈 丸田　� 正博

令和2年度
城南区シニアクラブ連合会

運  営  委  員

　今年度も委員一丸とな
り、魅力的なクラブづく
りに努めてまいります。

令和元年度  老人クラブ表彰

（敬称略）

1　福岡市老人クラブ連合会表彰「会員増強特別賞」
　　�（要件：単位老人クラブで会員数が前年度より5名以上増となる団体）

受賞団体名 代表者 会員増数 校区

第2五葉会 木本�己恵子 9名増 鳥　飼

シニアクラブ・トリヨン 堀�　　充博
30名
( 新設 )

鳥　飼

風雪会 武富�　孝二 5名増 金　山

みどりの会 山野�　孝子 7名増 七　隈

七隈本町健寿会 松浦�　能徳 5名増 七　隈
鳥飼校区

老人クラブ連合会
森田�美智子 感謝状 鳥　飼

2　城南区シニアクラブ連合会表彰「会員増強」
　　�（要件：単位老人クラブで会員数が前年度より5名以上増となる団体

　　　　　　新設老人クラブ、新設老人クラブのある校区老連）

受賞団体名 代表者 会員増数 校区

第２五葉会 木本�己恵子 9名増 鳥　飼

風雪会 武富�　孝二 5名増 金　山

みどりの会 山野�　孝子 7名増 七　隈

七隈本町健寿会 松浦�　能徳 5名増 七　隈

※�シニアクラブ・トリヨンおよび鳥飼校区老人クラブ連合会は平成 30
年度実績に対する表彰

新型コロナウイルス感染症拡大に
伴う行事中止のお知らせ

　城南区シニアクラブ連合会では、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため、以下の行事を中止
しました。
　なお、令和 2年度の事業につきましては、状況
を見ながら慎重な実施に努めてまいります。今後
とも会員の皆様のご理解とご協力をいただきます
ようお願いいたします。

　城南区シニアクラブ連合会の令和 2 年総会

は、5 月 8 日（金）に開催を予定しておりま

したが、開催を中止し郵送による書面表決をい

ただき、賛成多数で 4 議案とも承認をいただ

きました。

令和2年総会

　3 月 5 日（木）開催予定の友愛訪問説明会

を中止し、その後の対応として、事業の報告書

と令和 2 年度の計画書等の資料を、郵送によ

り各班長にお送りしました。また、補助金の説

明等の資料につきましても区役所より郵送され

ました。

令和元年度友愛訪問説明会
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1
月
27
日
（
月
）
～
31
日

（
金
）、
城
南
区
高
齢
者
文
化

作
品
展
を
城
南
区
役
所
1
階

ロ
ビ
ー
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
開
催
期
間
の
5
日
間
、

会
員
の
皆
さ
ん
が
出
展
さ
れ

た
絵
画
や
写
真
、
工
芸
な
ど

の
作
品
25
点
を
展
示
し
、
来

創る喜び観る楽しみ
力作 25点集う

城南区高齢者文化作品展

場
者
は
一
つ
一
つ
の
作
品
を

ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
ま
る
で
実
写

の
よ
う
に
見
え
る
絵
画
、
今

に
も
動
き
出
し
そ
う
な
写

真
、
手
編
み
の
マ
フ
ラ
ー
や

可
愛
ら
し
い
木
目
込
人
形
な

ど
力
作
が
ず
ら
り
と

並
ん
で
お
り
、
会
員
だ

け
で
は
な
く
、
一
般
の

方
の
目
も
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

　

今
回
も
多
く
の
方

に
魅
力
的
な
作
品
を

観
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
次
回

は
出
展
し
た
こ
と
が

な
い
方
も
ぜ
ひ
、
自
慢

の
作
品
を
披
露
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

11
月
22
日
（
金
）、
城

南
体
育
館
に
て
ソ
フ
ト

ダ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
、

１
２
７
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

大
会
は
、
参
加
者
全
員

で
得
点
を
競
う
カ
ウ
ン

ト
・
ア
ッ
プ
と
班
別
の
個

人
戦
（
勝
ち
抜
き
）
で
あ

る
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ

ト
の
2
種
目
を
行
い
ま
し

た
。
上
位
入
賞
者
は
市
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
市
大
会
を
目
指

し
て
ダ
ー
ツ
盤
の
高
得
点

ゾ
ー
ン
に
狙
い
を
定
め
て

矢
を
投
げ
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
、
カ
ウ
ン

ト
・
ア
ッ
プ
で
は
、
城
南

校
区
の
松
田
俊
博
さ
ん
が

５
６
４
点
と
い
う
高
得
点

で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ

ト
で
は
、
各
班
で
最
後
ま

で
勝
ち
抜
い
た
11
名
が
優

勝
し
ま
し
た
。
な
お
、
優

勝
者
は
左
の
表
の
通
り
で

す
。

　

両
部
門
で
の
上
位
者
と

優
勝
者
は
重
複
が
少
な

く
、
両
種
目
の
特
徴
が
よ

く
表
れ
た
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
は
、
少

な
い
ス
ペ
ー
ス
で
プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

得
点
を
暗
算
で
出
す
こ
と

が
多
い
た
め
身
体
だ
け
で

な
く
、
頭
の
運
動
に
も
な

り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
個
人
競
技
を

☆カウント・アップ☆
順　位 班 氏　　　名 校　区 得　点
優　勝 3 班 松田　 俊博 城　南 564
準優勝 1 班 古賀　 修一 堤　丘 530
第 3位 5 班 原田 はやみ 城　南 509

特別賞　今大会の最高齢者は次の方々でした
男　性 小林　　岌 鳥　飼 93 歳
女　性 原田サツエ 七　隈 88 歳

☆アンダー・ザ・ハット☆　※各班優勝者
班 氏　　　名 校　区 班 氏　　　名 校　区

1 班 秋山 　　晃 金　山 7 班 野口 美保子 鳥　飼
2 班 坂田 　雅昭 田　島 8 班 竹堂 　義夫 鳥　飼
3 班 瀧田 緋佐子 城　南 9 班 上曽山 道子 鳥　飼
4 班 中嶋 　純一 七　隈 10 班 安永 　妙子 七　隈
5 班 犬塚 智恵子 田　島 11 班 中島 　厚子 南片江
6 班 池田 　京子 堤 12 班 原田 サツエ 七　隈

大会結果 （敬称略）

正
確
な
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
で

松
田
俊
博
さ
ん
優
勝

城
南
区
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

主
体
と
し
ま

す
が
、
他
の

参
加
者
と
競

い
合
っ
た
り

技
を
教
え
て

も
ら
っ
た
り
と
よ
い
仲
間

づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

各
校
区
の
公
民
館
や
い

こ
い
の
家
な
ど
で
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
気
軽
に
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

次
は
区
の
大
会
に
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

心
者
の
方
の
ご
参
加
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
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11
月
15
日
（
金
）、
令
和

元
年
度
の
シ
ル
バ
ー
バ
ス
ハ

イ
ク
に
、
シ
ニ
ア
連
ス
タ
ッ

フ
を
含
む
城
南
区
内
の
65
歳

以
上
の
方
87
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

今
回
の
行
き
先
は
熊
本

城
で
す
。
加
藤
清
正
の
築
城

か
ら
４
１
０
年
目
に
あ
た
る

平
成
28
年
4
月
、
熊
本
城
は

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
ま

し
た
。
今
で
も
復
興
途
上
で

す
が
、
少
し
ず
つ
昔
の
雄
姿

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。昼

食
後
に
、
桜
の
馬
場
城

彩
苑
で
地
元
ガ
イ
ド
の
方
々

に
迎
え
ら
れ
、
ま
ず
城
彩
苑

内
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見

学
。
熊
本
城
に
関
す
る
展
示

を
見
な
が
ら
そ
の
歴
史
を
学

び
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

シ
ル
バ
ー
バ
ス
ハ
イ
ク

そ
の
後
、
6
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
ガ
イ
ド
さ
ん

の
案
内
で
散
策
し
ま
し
た
。

法
華
坂
か
ら
二
の
丸
へ
、
監

物
台
の
前
を
過
ぎ
、
こ
こ
か

ら
宇
土
櫓
を
目
前
に
見
上
げ

る
加
藤
神
社
へ
、
さ
ら
に
西

出
丸
を
通
り
、
再
び
二
の
丸

を
経
て
城
彩
苑
に
戻
る
コ
ー

ス
で
す
。
復
興
途
上
に
あ
る

熊
本
城
を
ゆ
っ
く
り
と
満
喫

で
き
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
は
、
築

城
の
こ
と
、
地
震
で
の
被
災

の
こ
と
、
様
々
な
工
夫
で
進

め
ら
れ
る
復
興
工
事
の
こ
と

な
ど
、
歴
史
的
な
話
を
通
し

て
文
化
財
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
復
興
中
だ
か
ら
こ
そ

見
ら
れ
る
所
も
あ
り
、
興
味

深
い
探
査
路
で
し
た
。

日
々
面
目
を
新
た
に
し

て
い
く
熊
本
城
を
振
り
返
り

な
が
ら
熊
本
を
出
発
し
、

無
事
に
福
岡
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
折
に
触

れ
て
復
興
し
て
い
く
お

城
に
思
い
を
馳
せ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

熊本城復興を
 間近に感じる

二の丸広場から修復中の天守閣を望む

ミュージアムを見学

熊本城あれこれ
　室町時代に、出田氏が千葉城を築いたのが始まりと
されている。加藤清正が肥後北部の領主となり、天正
19年 (1591) 頃から、茶臼山一帯に本格的な築城が
開始された。清正の築城には石垣や郭建設に独特の構
想があるとされ、特に南側からの攻撃を想定して幾重
にも防御の工夫がなされ、難攻不落の名城として現在
に名を残している。
　明治期以後は、官軍の鎮台や第 6師団の司令部と
なった。戦後は学校などが置かれたが、昭和 30 年
(1955)国の特別史跡に指定され、昭和35年 (1960)、
国体を機に天守閣が復元された。平成9年 (1997) に
は熊本市により「熊本城復元整備計画」が定められ、
公園としての整備が進められてきた。

【熊本城】

　平成28年 (2016)4 月 14日と同 16日の震度7の
地震により、熊本城は天守閣ほか多くの石垣、櫓など
が被災した。そして、その直後から復興が進められて
いる。
　石垣は全 7 万 9 千平方㍍のうち、50 か所 2 万
3600平方㍍が崩れ、建物では倒壊2棟、一部倒壊3棟、
その他重要文化財での破損 13棟、復元建造物の被災
20棟の被害があったと報告されている。
��熊本市により熊本城復旧基本計画が立てられ、20年
をかけて修復を行うこととされている。

【熊本地震】
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私
た
ち
豊
寿
ク
ラ
ブ
の
活

動
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

①
廃
品
回
収
ボ
ッ
ク
ス
活
動

　

3
・
6
・
9
・
12
月
の
年

4
回
、
地
域
の
方
よ
り
軽
ト

ラ
ッ
ク
を
借
用
し
て
、
役
員

を
中
心
に
、
樋
井
川
4
丁
目

（
1
区
か
ら
4
区
ま
で
）
全

域
に
対
し
、
全
戸
へ
チ
ラ
シ

を
個
別
配
布
し
、
堤
校
区
豊

寿
ク
ラ
ブ
分
の
回
収
業
務
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

　

全
戸
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
で

認
知
度
も
向
上
し
、
当
日
は

回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
満
杯
に
な

り
ま
す
。
夏
に
は
暑
さ
で
汗

を
流
し
、
冬
は
寒
さ
に
負
け

ず
、
役
員
一
同
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

②
地
区
内
3
つ
の
公
園
清
掃

　

毎
月
9
日
、
樋
井
川
4
丁

目
に
あ
る
3
つ
の
公
園
で
清

掃
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
3
か
所
の
公
園
に
分
か

れ
て
、
１
か
所
5
名
程
度
、

計
15
名
が
朝
8
時
よ
り
清
掃

し
て
い
ま
す
。

　

秋
に
な
る
と
落
ち
葉
が
多

く
集
ま
り
、
45
リ
ッ
ト
ル
の

袋
で
20
袋
以
上
を
回
収
し
、

気
持
ち
の
よ
い
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
み
ん
な
元
気
で
大

活
躍
で
す
。

　

歌
ご
え
サ
ロ
ン
鳥
飼
、
通

称
「
歌
サ
ロ
」
が
11
月
14
日

（
木
）
に
誕
生
し
ま
し
た
。

鳥
飼
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に

は
現
在
、
ダ
ー
ツ
サ
ロ
ン
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
に「
歌

ご
え
サ
ロ
ン
鳥
飼
」
が
加
わ

り
ま
し
た
。

　

私
は
他
校
区
の
公
民
館
講

座
で
、
高
齢
者
の
歌
の
サ
ー

ク
ル
を
20
年
余
り
続
け
て
い

ま
す
。
月
4
回
の
活
動
で
す

が
、
参
加
さ
れ
る
方
々
は
皆

さ
ん
年
知
ら
ず
で
、
病
気
や

痛
み
を
抱
え
て
い
て
も
楽
し

い
こ
と
や
好
き
な
こ
と
の
た

め
に
は
何
の
そ
の
と
、
毎
回

の
出
席
率
が
と
て
も
高
い
の

で
す
。
福
岡
市
内
の
各
所
か

ら
校
区
を
越
え
て
公
民
館
に

集
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
を
乗
り
継
ぐ
人
、
地

下
鉄
や
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
人
、
家
族
の
送
迎
で
参
加

し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。「
雨

ニ
モ
負
ケ
ズ
風
ニ
モ
負
ケ

ズ
」
に
出
席
さ
れ
る
そ
の
パ

ワ
ー
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

楽
し
み
を
持
つ
こ
と
は
、
元

気
に
生
き
る
こ
と
に
通
じ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

歌
は
良
い
で
す
よ
。
日
本

人
に
長
く
歌
わ
れ
て
い
る
歌

は
、
心
を
楽
し
く
し
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
み
ん
な
で
歌

え
ば
、
そ
の
に
ぎ
や
か
さ
に

安
心
し
て
大
き
な
声
で
歌
え

ま
す
。
声
が
出
な
か
っ
た
人

も
だ
ん
だ
ん
と
出
る
よ
う
に

な
り
、
低
か
っ
た
声
も
少
し

ず
つ
高
く
な
り
、
気
持
ち
が

明
る
く
な
り
ま
す
。
何
よ
り

も
、
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す

る
時
に
む
せ
な
く
な
っ
た

り
、
話
の
で
き
る
友
達
が
つ

く
れ
た
り
と
良
い
こ
と
づ
く

め
で
す
。

　

鳥
飼
校
区
に
は
21
町
内
会

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
8
町
内

会
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
が
な
い
13

町
内
会
に
は
65
歳
以
上
の
方

が
多
く
お
り
、
そ
の
中
に
は

歌
の
好
き
な
方
や
友
達
が
ほ

し
い
方
が
た
く
さ
ん
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
場
所
が

欲
し
か
っ
た
と
待
っ
て
い
る

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
鳥
飼
の
シ
ニ
ア
世
代
の

皆
さ
ん
、
一
歩
外
へ
出
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
み
ん
な
で
歌

い
ま
し
ょ
う
。

　
「
く
ち
び
る
に
歌
を
！
」

と
、
大
き
な
意
気
込
み
を
持

っ
て
、
森
田
会
長
の
ご
支
援

の
も
と
、
歌
ご
え
サ
ロ
ン
を

発
足
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
12
名
が
参
加
し
、
11
月

か
ら
第
2
・
4
木
曜
日
、
月

2
回
の
活
動
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

会
場
で
あ
る
鳥
飼
公
民
館

「
老
人
い
こ
い
の
家
」
が
歌

好
き
の
方
々
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
元
気
な
歌
声
や
明
る

い
笑
い
声
、
そ
し
て
お
し
ゃ

べ
り
で
あ
ふ
れ
る
サ
ロ
ン
に

な
る
こ
と
を
夢
み
て
、
私
も

仲
間
の
一
人
と
し
て
楽
し
み

な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
、
応
援

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

鳥
飼
校
区
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
ト
リ
ヨ
ン

歌
ご
え
サ
ロ
ン
鳥
飼
に

 
夢
と
希
望
を
乗
せ
て

副
会
長
　
安
武
　
仁
子
（
72
）

シ
ニ
ア
の
元
気
で

 

住
み
良
く
明
る
い
地
域
へ

会
長
　
戸
高
　
輝
美
（
73
）

堤
校
区
　
豊
寿
ク
ラ
ブ

　

師
走
の
15
日
、
地
区
内
の

3
単
位
ク
ラ
ブ
合
同
で
ク
リ

ス
マ
ス
お
楽
し
み
会
を
企
画

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
福
祉
バ
ス
を
利
用

し
て
、
東
油
山
と
樋
井
川
の

2
地
区
よ
り
バ
ス
を
回
し
、

公
民
館
ま
で
来
館
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
場
に
は
１
０
０

名
が
集
ま
り
、
満
杯
に
な
る

ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
に
。
ギ
タ

ー
と
三
線
に
よ
る
「
昭
和
の

歌
」
を
会
員
で
元
気
よ
く
歌

い
、楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

お
茶
と
ケ
ー
キ
を
ふ
る
ま

い
、
皆
様
に
大
変
喜
ば
れ
ま

し
た
。
近
所
に
お
住
ま
い
の

荒
瀬
副
市
長
に
は
来
賓
と
し

て
ご
あ
い
さ
つ
い
た
だ
き
、

最
後
ま
で
お
互
い
に
歌
い
合

い
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
来
年
も
１
０
０
名
の

規
模
で
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
元
気
で
明
る
い

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
地
域
ま
で

も
明
る
く
し
ま
す
。
健
康
に

気
を
つ
け
、
来
年
も
全
員
元

気
で
再
会
し
ま
し
ょ
う
。

活
動
に
つ
い
て

お
楽
し
み
会
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

中
学
時
代
よ
り
始
め
た
の

が
、
当
時
は
ま
だ
珍
し
か
っ

た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
し
た
。

ボ
ー
ル
は
今
の
も
の
よ
り
二

回
り
ほ
ど
小
さ
く
外
縫
い
だ

っ
た
の
で
、
痛
か
っ
た
の
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、 

高
校
に
入
学
し
た

際
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
誘

わ
れ
て
入
部
し
ま
し
た
。
大

変
な
練
習
ば
か
り
で
、
春
、

夏
、
秋
、
冬
の
休
み
な
ど
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

試
合
が
真
夏
の
日
中
な
の
で

慣
れ
る
よ
う
に
と
、
毎
日
12

時
か
ら
練
習
し
、
そ
れ
は
良

く
頑
張
り
ま
し
た
。
代
償
と

し
て
顔
や
腕
が
日
焼
け
し
、

半
袖
で
外
を
歩
け
な
い
ほ
ど

だ
っ
た
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　

8
月
の
高
体
連
で
は
、
隣

の
甲
子
園
球
場
か
ら
聞
こ
え

て
く
る
球
児
の
声
を
背
に
、

私
た
ち
も
厳
し
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
今
、
西
宮

球
場
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市

の
ビ
ル
が
建
っ
た
記
念
に
屋

上
に
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
の
印
が

残
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
み

ん
な
で
見
学
に
行
き
、
涙
を

こ
ぼ
し
ま
し
た
。
7
年
後
輩

は
全
国
大
会
で
優
勝
し
、
喜

び
合
い
ま
し
た
。

　

当
時
は
国こ

く
た
い体

列
車
が
あ

り
、
山
形
県
に
行
く
際
に
は

座
席
の
下
に
も
ぐ
り
込
み
足

を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。
東

京
で
乗
り
か
え
て
駅
で
停
車

し
た
時
は
、
ホ
ー
ム
で
軽
く

手
足
を
動
か
し
、
他
の
県
の

選
手
と
語
り
合
う
な
ど
楽
し

い
列
車
の
旅
を
過
ご
し
、
思

い
出
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　

後
に
、
七
隈
に
住
ん
で
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
が
始
ま
る
と
、

菰こ
も
だ田

さ
ん
よ
り
ご
依
頼
を
い

た
だ
き
、
男
性
に
交
ざ
っ
て

投
手
を
務
め
ま
し
た
。
懐
か

し
い
懐
か
し

い
思
い
出
で

す
。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

　

田
島
校
区
内
に
は
小
学

校
、
神
社
、
コ
ン
ビ
ニ
が
2

店
、
そ
し
て
郵
便
局
が
あ
り

ま
す
。
電
車
も
バ
ス
も
走
ら

な
い
閑
静
な
町
で
す
が
、
地

下
鉄
、
バ
ス
停
、
大
型
ス
ー

パ
ー
は
遠
く
て
も
10
分
程
度

で
利
便
性
は
高
い
所
で
す
。

　

校
区
内
の
行
事
は
正
月
の

ど
ん
ど
焼
き
に
始
ま
り
、
夏

は
神
社
の
祭
り
で
神
楽
や
屋

台
が
並
び
、
に
ぎ
わ
い
を
み

せ
ま
す
。

　

自
治
協
は
公
民
館
一
体
で

文
化
祭
、
三
世
代
に
よ
る
大

運
動
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
も
参
加
し
、
パ
レ
ー
ド
で

は
活
動
ご
と
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
て
P
R
に
努
め
て

い
ま
す
。
年
末
に
は
餅
つ
き

大
会
も
行
わ
れ
、
私
た
ち
高

齢
者
は
指
導
的
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
つ
き
た
て
の
餅

は
3
～
4
品
の
料
理
と
な

り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

並
ん
で
待
つ
ほ
ど
の
人
気
行

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
は
三
世
代
一
体
で
構

成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

シ
ニ
ア
に
は
、
隠
居
せ
ず
、

日
々
の
活
動
で
健
康
寿
命
を

の
ば
す
と
い
う
役
割
が
あ
り

ま
す
。
田
島
校
区
の
高
齢
化

率
を
見
る
と
、
校
区
19
町
内

の
平
均
36
・
2
％
に
対
し
、

私
の
住
む
5
丁
目
１
区
は
27

％
に
達
し
て
い
ま
す
（
市
統

計 

令
和
元
年
9
月
）。
ま
た

隣
町
の
6
丁
目
で
は
35
％
を

超
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
高

齢
者
が
町
の
人
口
の
3
分
の

1
を
超
え
る
の
は
目
前
に
迫

っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に

進
む
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
せ
め
て
自
分
の
力
で
動

く
と
い
う
こ
と
に
カ
ギ
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

　

あ
る
先
生
の
話
を
紹
介
し

ま
す
。「
人
は
将
来
に
向
け

て
、
今
日
が
一
番
若
い
日
。

人
間
は
骨
と
筋
肉
と
五
感
に

よ
っ
て
生
き
る
。
動
か
さ
な

い
か
ら
動
か
な
い
。
歩
く
こ

と
も
同
じ
で
、
毎
日
今
ま
で

よ
り
少
し
で
も
負
荷
を
か
け

て
動
く
こ
と
に
よ
っ
て
筋
肉

を
維
持
で
き
る
。
身
体
も
機

械
と
同
じ
く
錆
び
る
。
こ
れ

が
食
事
も
お
い
し
く
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

毎
日
外
へ
出
か
け
、
人
と
会

い
、
会
話
が
で
き
る
楽
し
み

も
増
加
し
て
い
く
」
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
は
毎
日
家
で
過

ご
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
ま
で
外
へ
出
歩
く
こ

と
が
な
か
っ
た
人
に
伝
え
た

い
で
す
。
一
人
で
も
、
ま
た

家
族
の
人
と
一
緒
で
も
、
近

所
を
1
～
2
周
ま
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
そ
の
際
、
必
ず

人
と
出
会
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
に
友
達
も
見
つ
か
り
ま

す
。
犯
罪
も
多
い
世
の
中
で

す
が
、
人
が
見
て
い
な
い
か

ら
起
こ
る
の
で
す
。
外
に
出

る
こ
と
は
町
の
防
犯
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。健
康
と
防
犯
、

一
石
二
鳥
で
す
。
元
気
な
シ

ニ
ア
、
体
力
が
な
い
シ
ニ
ア

も
町
の
シ
ニ
ア
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
仲
間

と
し
て
楽
し
い
毎
日
に
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
の
ク
ラ

ブ
で
は
入
会
者
10
名
、
退
会

者
5
名
で
、
合
計
で
5
名
の

会
員
が
増
え
ま
し
た
。
町
内

会
長
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
感
謝
の
念
を
込
め

て
さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
ま

す
。

私
た
ち
の
ま
ち
と

 

高
齢
者
の
仲
間
た
ち

会
長
　
金
子
　
琢
一
郎
（
86
）

田
島
校
区
　
田
島
第
6
桜
会

西町第四万寿会
 女性部長　渡辺　武子（85）

わが青春
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初
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、
佐

嘉
田
前
会
長
の
任
期
満
了
に
よ

る
退
任
に
伴
い
、
そ
の
後
任
と

し
て
会
長
を
賜
り
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
干
支
の
一
番

目
、
庚か

の
え
ね子

年
で
す
。
年
頭
か

ら
、
今
年
こ
そ
災
害
の
な
い
い

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
願

っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
福

岡
県
で
は
2
月
頃
か
ら
、
中
国

の
武
漢
市
で
発
症
し
て
初
め
て

耳
に
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
」
が
流
行
し
、
全
世
界
を

脅
か
し
て
い
ま
す
。
皆
様
は
ど

の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
私
は
3
日
に
1
回
、
妻
の

買
い
物
の
た
め
車
を
運
転
し
て

い
ま
す
。
こ
の
文
書
を
読
ま
れ

る
時
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
」
が
終
息
し
て
い
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
私
事
で
大
変
恐
縮

で
す
が
、
私
は
平
成
28
年
ま
で

約
11
年
間
、
校
区
の
皆
様
の
ご

協
力
に
て
自
治
協
議
会
会
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
平
成
29
年
5
月
、
町
内
の

総
会
の
席
で
次
期
会
長
の
候
補

を
募
っ
た
と
こ
ろ
候
補
者
が
出

た
の
で
、
私
は
円
満
に
辞
退
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
契
機
に
、
当

町
内
の
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
と

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ

ロ
ン
の
皆
様
は
と
て
も
お
元
気

で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
活
発
に

活
動
さ
れ
て
お
り
、
す
ぐ
に
仲

間
に
溶
け
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ロ
ン
の
一
部
の
方

と
「
詩
吟
」
や
「
和
歌
」、
古
典

芸
術
文
化
で
あ
る
「
筑
前
今
様
」

を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
男
性
3

名
、
女
性
6
名
の
教
室
で
す
。

腹
筋
を
使
っ
て
大
声
を
出
す
の

で
、
健
康
に
良
く
、
認
知
症
の

予
防
に
も
な
り
、
皆
様
は
生
涯

１
０
０
歳
を
合
言
葉
に
精
進
し

て
い
ま
す
。
詩
吟
は
「
福
岡
県

吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟
」
に
加
盟

し
て
お
り
、
年
に
3
回
～
4
回

大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
私
は
、
健
康
維
持
や
脳
の
活

性
化
の
た
め
、
妻
と
共
通
の
趣

味
と
し
て
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
を
と

も
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
城
南
区
シ
ニ
ア
連

の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
皆
様
方

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
あ
げ

て
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
2
年
は
、
自
分
の
人
生

の
中
で
も
節
目
の
年
に
な
り
そ

う
だ
。

　

振
り
返
る
と
、
25
歳
で
結
婚

し
て
50
周
年
を
迎
え
た
。
自
分

た
ち
の
頃
は
「
企
業
戦
土
」
と

い
う
言
葉
が
流
行
し
、
家
庭
を

顧
み
ず
が
む
し
ゃ
ら
に
働
い
て

い
た
。
そ
ん
な
生
き
方
が
よ
い

と
思
え
た
時
代
な
の
で
あ
る
。

妻
や
子
ど
も
た
ち
を
顧
み
る
余

裕
な
ど
全
く
な
く
、
た
だ
一
筋

に
働
い
て
き
た
。
家
族
の
み
ん

な
、
本
当
に
す
み
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
家
族
が
七
隈
に
来
た

の
は
昭
和
57
年
。
当
時
の
七
隈

は
、
南
に
福
岡
大
学
、
東
に
金

山
団
地
が
あ
り
、
町
全
体
に
若

い
人
が
多
く
住
ん
で
い
て
暮
ら

し
に
は
適
し
た
所
と
思
え
た
。

た
だ
七
隈
の
文
字
に
い
ま
い
ち

な
じ
め
ず
、
も
や
も
や
す
る
こ

と
が
ま
ま
あ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
現
在
の

地
に
新
築
の
住
宅
を
建
て
、
希

望
に
満
ち
た
時
か
ら
早
38
年
。

こ
こ
が
私
た
ち
の
終
の
棲
家
に

な
る
の
だ
ろ
う
か
。
周
り
の
状

況
も
す
っ
か
り
変
わ
り
、
若
い

方
の
姿
が
見
ら
れ
な
い
の
だ
。

　

私
と
妻
は
75
歳
を
迎
え
た
。

俗
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
後
期
高

齢
者
」
だ
。
60
歳
か
ら
の
私
の

人
生
は
、
謎
の
病
名
を
告
げ
ら

れ
、
ま
る
で
大
学
病
院
の
高
額

治
療
費
を
生
み
出
す
道
具
の
よ

う
に
手
術
を
行
っ
て
は
入
退
院

を
繰
り
返
し
て
い
た
。
一
緒
に

入
院
し
て
い
た
人
た
ち
の
大
半

が
、
こ
こ
数
年
の
間
に
亡
く
な

っ
た
。
こ
ん
な
私
だ
っ
た
の
で

と
て
も
長
生
き
は
で
き
な
い
と

思
い
、遺
言
状
を
作
成
し
た
り
、

妻
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
庭

の
植
木
を
短
く
し
た
り
、
そ
ん

な
こ
ん
な
の
生
活
を
送
っ
て
い

た
。

　

大
病
を
患
っ
た
お
か
げ
で
、

体
重
も
め
っ
き
り
減
っ
て
骨
と

皮
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
す

っ
か
り
ヘ
ボ
爺
様
に
な
っ
た
。

手
術
も
た
く
さ
ん
し
た
が
、
3

年
前
は
と
て
も
辛
か
っ
た
。

　

主
治
医
が
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
王
会
長
の
手
術
を
手
掛
け
た

有
名
な
先
生
の
「
術
」
を
受
け

継
が
れ
た
方
で
、
私
に
そ
の
術

を
施
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
9

月
の
酷
暑
、
余
り
の
苦
し
さ
に

集
中
治
療
室
で
何
日
も
一
人
死

ん
だ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
自
分

を
思
い
出
す
。
気
持
ち
の
中
で

は
完
全
に
死
ん
で
い
た
。
こ
ん

な
私
を
救
っ
て
く
れ
た
の
が
妻

だ
っ
た
。
絶
対
生
き
て
こ
こ
を

出
る
よ
!!

　

点
滴
で
す
っ
か
り
や
つ
れ
た

私
に
「
口
か
ら
食
べ
ん
と
ダ

メ
」
と
、
私
の
好
物
で
あ
る

桃
、
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
、
ブ
ド

ウ
な
ど
の
果
物
を
必
死
に
運
ん

で
く
れ
た
。
私
が
欲
す
れ
ば
朝

晩
関
係
な
く
届
け
て
く
れ
た
の

で
あ
る
。
今
や
ら
な
け
れ
ば
私

は
二
度
と
家
に
帰
っ
て
来
ら
れ

な
い
。
妻
は
直
感
で
そ
う
感
じ

た
の
だ
ろ
う
。
普
段
は
お
と
な

し
い
妻
の
執
念
で
、
病
院
か
ら

生
き
て
帰
れ
た
⋮
。
お
か
あ
ち

ゃ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
あ
ん
な
彼
女
の
ど

こ
に
そ
ん
な
勇
気
が
あ
る
の
か

い
な
？

　

さ
て
、
私
は
後
期
高
齢
者
だ

が
、
昨
年
の
夏
に
高
齢
者
講
習

へ
行
っ
た
。
免
許
取
得
条
件
の

中
で
簡
単
な
認
知
症
テ
ス
ト
が

あ
っ
た
。
成
績
次
第
で
講
習
時

間
や
料
金
な
ど
に
差
を
つ
け
た

シ
ス
テ
ム
だ
。
記
憶
力
さ
え
よ

け
れ
ば
誰
で
も
76
点
以
上
を
取

れ
る
の
に
、
私
は
74
点
し
か
取

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

西
町
第
二
万
寿
会

 

小
宮
　
勝
義
（
75
）

君
と
生
き
た
50
年

︻
私
を
救
っ
て
く
れ
た
妻
︼

︻
認
知
を
感
じ
た
高
齢
者
講
習
︼

れ
ず
、
認
知
が
始
ま
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
、
ガ
ッ
カ
リ
し
た
こ

と
を
思
い
起
こ
す
。
高
齢
者
に

よ
る
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道

さ
れ
る
た
び
「
も
う
免
許
を
返

納
す
る
か
な
あ
。
で
も
私
の
足

を
考
え
る
と
自
転
車
で
は
さ
ら

に
心
も
と
な
い
」
と
思
い
、
そ

の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
て

と
う
と
う
免
許
を
更
新
し
た
。

都
心
部
に
住
む
友
人
は
、
今
回

の
認
知
試
験
を
機
に
免
許
を
切

り
替
え
ず
失
効
し
た
と
い
う
。

︻
君
に
捧
げ
る
わ
が
人
生
︼

　

七
隈
と
い
う
町
は
、
地
下
鉄

が
走
り
交
通
事
情
は
よ
い
が
、

私
は
年
に
１
度
も
利
用
す
る
こ

と
が
な
い
。
天
神
や
博
多
駅
に

は
用
事
が
な
い
の
で
あ
る
。
今

か
ら
楽
し
み
な
の
は
、
地
下
鉄

七
隈
線
の
博
多
駅
乗
り
入
れ
工

事
と
天
神
福
岡
ビ
ル
周
辺
の
再

開
発
だ
。
私
た
ち
の
福
岡
市
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の

か
、
直
接
自
分
の
目
で
確
か
め

る
こ
と
は
も
う
無
理
か
も
し
れ

な
い
が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
知

る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
れ
ま
で

は
も
う
少
し
生
き
て
い
た
い
。

　

残
さ
れ
た
私
の
人
生
は
、
今

ま
で
何
度
も
、
何
度
も
、
何
度

も
⋮
私
の
命
を
救
っ
て
く
れ
た

私
の
妻
、
君
に
捧
げ
た
い
。

長
尾
第
一
朋
友
会

 

会
長
　
津
留
崎
　
利
雄
（
86
）

生
涯
１
０
０
年
時
代
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私
が
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
て
早
や
10
年
が
経
ち
ま
し

た
。
昭
和
60
年
、
田
島
１
丁
目

に
住
み
着
き
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

生
活
の
中
で
の
近
所
付
き
合
い

と
い
え
ば
、
向
こ
う
三
軒
両
隣

の
方
々
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す

程
度
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
生

活
環
境
の
中
で
、
60
歳
半
ば
頃

に
近
隣
の
大
坂
前
会
長
よ
り
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
し
な
い

か
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

関
心
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
と

り
あ
え
ず
話
を
聞
い
て
み
る

と
、
ま
ず
先
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
健
康
に
少
々
自
信
が

あ
る
そ
の
頃
の
私
に
と
っ
て

は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
は
縁
の

な
い
ク
ラ
ブ
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
70
歳
で
職
場
を
離

れ
、
約
2
～
3
か
月
余
り
毎
日

ブ
ラ
ブ
ラ
の
生
活
を
し
て
い
た

た
め
、
暇
つ
ぶ
し
に
と
改
め
て

入
会
を
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

前
回
は
、
暗
黒
の
星
（
ブ
ラ

ッ
ク
ホ
ー
ル
等
）
ダ
ー
ク
マ
タ

ー
に
つ
い
て
記
し
た
。
今
回

は
、
人
類
を
震
撼
さ
せ
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
端
を

発
し
、
防
災
に
つ
い
て
わ
が
知

識
を
少
し
だ
け
披
露
し
よ
う
と

思
う
。
ど
う
ぞ
ご
笑
覧
あ
れ
。

　

平
成
21
年
7
月
、
中
国
・
九

州
北
部
豪
雨
で
は
、
福
岡
空
港

の
博
多
観
測
所
に
お
い
て
1
時

間
で
１
１
６
㍉
の
記
録
的
な
雨

が
降
っ
た
。
河
川
の
氾
濫
に
よ

り
下
水
道
や
側
溝
な
ど
か
ら
水

が
溢
れ
、
城
南
区
役
所
付
近
、

鳥
飼
、
草
香
江
な
ど
は
大
人
の

膝
か
ら
腰
ま
で
が
つ
か
る
ほ
ど

浸
水
し
、
被
害
が
発
生
し
た
。

　

異
常
気
象
と
い
う
言
葉
が
飛

び
交
う
中
、
ま
た
大
雨
を
降
ら

せ
る
季
節
が
近
づ
い
て
い
る
。

外
出
を
控
え
て
い
る
今
、
瓦
や

雨
ど
い
（
落
ち
葉
や
泥
）、
壁
、

溜
枡
等
の
点
検
を
し
て
お
く
と

よ
い
。
幸
い
、
博
多
湾
に
津
波

が
押
し
寄
せ
た
記
録
は
な
い
。

し
か
し
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

噂
さ
れ
る
中
、
警
固
断
層
が
い

つ
目
覚
め
る
や
も
し
れ
ぬ
。
ゆ

め
ゆ
め
油
断
は
禁
物
だ
。
そ
こ

で
先
日
、城
南
区
役
所
に
行
き
、

自
分
が
住
ん
で
い
る
七
隈
6
丁

目
22
が
海
抜
約
25
㍍
で
あ
る
こ

と
を
調
べ
て
き
た
。
つ
い
で
に

過
去
の
水
害
等
に
関
す
る
記
録

も
調
べ
て
も
ら
っ
た
が
、
全
く

異
常
な
し
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
西
南
杜
の
湖
畔
公
園
の
管

理
事
務
所
と
同
じ
く
ら
い
の
高

さ
な
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は

参
考
に
し
て
ほ
し
い
。
水
（
豪

雨
に
よ
る
浸
水
、
津
波
な
ど
）、

地
震
、
火
事
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
災
害
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
に

襲
っ
て
く
る
の
か
予
測
が
困
難

だ
。

　

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
。
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
て
い
る
の
で
、
今
さ
ら
私
が

述
べ
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
日

常
生
活
に
深
く
関
わ
る
の
で
記

し
て
お
く
。
そ
れ
は
男
女
兼
用

の
一
穴
型
ト
イ
レ
の
こ
と
だ
。

男
性
が
立
っ
た
状
態
で
排
尿
す

る
と
跳
ね
返
り
、
目
に
見
え
な

い
小
便
の
粒
子
が
左
右
の
壁
に

付
着
す
る
。
ま
た
、
男
女
関
係

な
く
大
便
を
し
た
場
合
、
ト
イ

レ
の
蓋ふ

た

を
し
て
水
を
流
す
人
は

意
外
と
少
な
い
の
で
は
な
い

か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
人
が
排
便
後
そ
の
ま

ま
水
を
流
し
、
そ
の
後
で
蓋
を

し
た
と
し
た
ら
、
便
に
含
ま
れ

て
い
る
ウ
イ
ル
ス
が
ト
イ
レ
内

に
飛
散
し
、
そ
の
直
後
に
ト
イ

レ
に
入
っ
た
人
は
そ
の
粒
子
を

吸
い
込
ん
で
し
ま
う
。
こ
れ
は

何
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
病
院

内
で
の
ト
イ
レ
の
使
用
は
よ
く

よ
く
注
意
さ
れ
た
し
。

　

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
、
行
政
指

定
の
城
南
区
の
避
難
所
に
つ
い

て
記
し
て
お
く
。
願
わ
く
ば
、

こ
れ
ら
の
世
話
に
な
ら
ず
人
生

の
幕
引
き
を
し
た
い
も
の
だ
。

　

早
速
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

に
参
加
し
、
週
に
2
日
プ
レ
ー

し
ま
し
た
。
次
第
に
仲
間
が
増

え
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
付
き
合

い
も
始
ま
り
、
焼
き
鳥
屋
や
カ

ラ
オ
ケ
、
時
に
は
ゴ
ル
フ
な
ど

で
遊
び
ま
し
た
。
仲
間
と
親
交

を
深
め
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
会
2
年
目
に
、
田
島
シ
ニ

ア
連
の
金
子
会
長
か
ら
会
計
と

事
務
局
の
誘
い
が
あ
り
、
私
で

良
け
れ
ば
と
引
き
受
け
、
校
区

連
合
会
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り

ま
し
た
。
事
業
の
企
画
や
資
料

作
り
な
ど
、
ボ
ケ
防
止
の
良
薬

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
会
員
増
強
運
動

が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

田
島
校
区
に
お
い
て
も
こ
の
数

年
間
で
単
位
ク
ラ
ブ
数
や
会
員

数
が
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、

会
員
加
入
促
進
に
苦
慮
し
て
い

ま
す
。会
員
募
集
で
訪
問
し「
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
と
言
え
ば
「
何

の
ク
ラ
ブ
で
す
か
」
と
問
い
た

だ
さ
れ
「
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
募

集
中
」
の
チ
ラ
シ
で
加
入
を
お

願
い
す
る
と
「
老
人
ク
ラ
ブ
で

す
か
。
私
は
ま
だ
老
人
ク
ラ
ブ

に
入
る
年
で
は
な
い
で
す
よ
」

と
一
蹴
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
、

城
南
区
シ
ニ
ア
連
は
平
成
22
年

に
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
か
ら
「
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
に
改
名
し
ま
し

た
。
勧
誘
時
、
若
手
高
齢
者
は

「
老
人
」
の
言
葉
に
拒
否
反
応

が
あ
り
「
シ
ニ
ア
」
は
抵
抗
感

が
な
く
受
け
入
れ
や
す
い
か
ら

で
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

等
の
マ
ス
コ
ミ
で
も
「
シ
ニ
ア

時
代
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
当
連
合
会
の
上
部
組
織
が

発
行
す
る
広
報
紙
、
各
種
資
料

や
「
活
動
事
業
補
助
金
」
制
度

等
は
依
然
と
し
て
「
老
人
ク
ラ

ブ
」
で
あ
り
ま
す
。
当
区
連
合

会
に
お
い
て
も
、
未
だ
に
「
シ

ニ
ア
」
と
「
老
人
」
が
入
り
乱

れ
て
お
り
、
違
和
感
を
持
た
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
健
康
寿
命
を

延
ば
し
、
若
手
高
齢
者
の
加
入

促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は

「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
関
係
者
全
員
が

共
有
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
が
な

け
れ
ば
、
会
員
の
減
少
や
役
員

等
の
後
継
者
不
足
、
単
位
ク
ラ

ブ
の
解
散
へ
つ
な
が
る
と
危
惧

し
て
い
ま
す
。
組
織
の
名
称
の

統
一
性
を
図
り
、
足
元
を
固
め

る
こ
と
が
会
員
増
強
の
一
助
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

本
紙
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息

し
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
が

再
び
満
足
に
実
施
で
き
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

収容避難所 (100人以上収容可）
鳥飼小学校　城西中学校　別府小学校　城南中学校　城南小学校　
田島小学校　長尾小学校　金山小学校　七隈小学校　片江小学校　
長尾中学校　堤丘小学校　梅林中学校　南片江小学校　堤小学校　
片江中学校　博多工業高等学校　城南高等学校

一時避難所 (50人以上収容可）
鳥飼公民館　別府公民館　城南体育館　城南公民館　田島公民館　
長尾公民館　金山公民館　七隈公民館　城南市民センター
片江公民館　堤丘公民館　南片江公民館　堤公民館

疑問点
◎各避難所の収容人数をもっと具体的に表示できないのか。
◎病院（医療関係者）と事前にコンタクト（連絡）を取れているのか。
◎被災者特別給付金は事前に積み立て準備しているのか。

西
町
第
四
万
寿
会

 

副
会
長
　
西
山
　
一
秀
（
79
）

防
災
に
つ
い
て

田島ちとせ会
 会長　上田　満夫（80）

シニアクラブに
 入会して
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私
は
、
2
年
前
に
東
油
山
む

つ
み
会
の
会
長
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
度
、
校
区
シ
ニ
ア
連
の
会

長
よ
り
投
稿
を
依
頼
さ
れ
ま
し

た
。
本
来
な
ら
ク
ラ
ブ
に
関
す

る
お
話
を
す
べ
き
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
回
は
ク
ラ
ブ
と

は
全
く
関
係
の
な
い
出
来
事
に

つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
の
家
の
近
く
を
通
っ
て
い

る
油
山
観
光
道
路
で
の
出
来
事

で
す
。

　

私
が
車
で
油
山
よ
り
六
本
松

方
面
へ
向
か
っ
て
い
る
と
、
右

折
ラ
イ
ン
の
な
い
交
差
点
が
赤

信
号
に
な
り
、
中
央
線
寄
り
の

車
線
を
走
っ
て
い
た
私
は
、
前

方
の
車
の
後
ろ
に
止
ま
り
ま
し

た
。
信
号
機
か
ら
2
台
目
の
位

置
で
す
。
信
号
機
が
青
に
な
る

と
、
前
の
車
が
右
折
の
ウ
イ
ン

カ
ー
を
点
滅
さ
せ
た
の
で
、
私

は
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
対
向

車
線
が
混
ん
で
お
り
、
さ
ら
に

も
う
ひ
と
信
号
ほ
ど
待
つ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

道
路
交
通
法
通
り
、
30
㍍
手

前
よ
り
ウ
イ
ン
カ
ー
を
点
滅
さ

せ
て
く
れ
て
い
た
ら
、
左
側
車

線
に
移
行
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
交

差
点
を
通
る
こ
と
が
で
き
た
は

ず
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
、
他
の
人
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

文
芸

俳　

句

　
堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ 

石
井
　
和
子（
77
）

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
り
ま
と
い
て
盆
踊
り

川　

柳

　
田
島
校
区
　
第
6
桜
会 

山
野
井
　
豊
子（
91
）

今
日
も
生
き
明あ

し
た日
も
生
き
る
米
二
合 

デ
イ
ケ
ア
に
今
日
も
行
く
ぞ
と
紅
を
さ
し

短　

歌

　
堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ 

石
井
　
和
子（
77
）

剛ご
う
お
ん音
と
共
に
去
り
し
郷ふ

る
さ
と里
を

　
　
雲
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
夢
を
の
せ

●クラブ活動、旅行記、郷土史、随想、
　文芸（俳句、短歌、川柳）

●写真もあわせてぜひお送りください。
 （写真はきれいなものをお願いします）

●クラブ名、氏名、年齢、連絡先を
　明記してください。

●縦書き原稿用紙400字詰、2枚以内
　（※楷書でお願いいたします。ワープロも可）

●お送りいただく原稿は、全て自作未発表のも
のに限ります。

　（二重投稿はご遠慮ください）
※ 紙面の都合上一部割愛、
　掲載見送り等する場合もあります。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

東
油
山
む
つ
み
会

 

会
長
　
永
田
　
泉
（
77
）

私
が
最
近
出
会
っ
た
出
来
事

ウ
イ
ン
カ
ー
は
30
㍍
手
前
で

赤
信
号
は
止
ま
れ
の
合
図

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い

ほ
ほ
え
み
を
大
切
に

　

こ
れ
も
家
の
近
く
で
の
出
来

事
で
す
。

　

高
校
生
ら
し
き
4
人
組
が
自

転
車
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
彼

ら
が
信
号
機
の
近
く
ま
で
来
た

時
、
ち
ょ
う
ど
信
号
が
赤
に
な

り
ま
し
た
。
2
人
の
生
徒
が
左

右
を
確
認
し
、
車
が
来
て
い
な

い
の
で
赤
信
号
で
渡
ろ
う
と
し

ま
し
た
が
、一
人
の
生
徒
が「
や

め
ろ
よ
、
赤
じ
ゃ
ん
」
と
止
め

て
い
ま
し
た
。
渡
ろ
う
と
し
て

い
た
2
人
は
こ
の
声
で
渡
る
の

を
や
め
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
光
景
を
見
て
、
真

面
目
な
生
徒
も
い
る
の
だ
と
安

心
い
た
し
ま
し
た
。
赤
信
号
で

も
、
車
の
様
子
を
見
て
横
断
す

る
大
人
を
時
々
見
か
け
ま
す
。

た
か
が
1
、
2
分
の
時
間
を
待

て
な
い
よ
う
な
人
に
な
ら
な
い

よ
う
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

少
し
前
に
読
ん
だ
本
の
中
の

﹃
ほ
ほ
え
み
﹄
と
い
う
詩
の
最

後
の
方
に
、
次
の
よ
う
な
く
だ

り
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し　

あ
な
た
が
誰
か
に
期

待
し
た
ほ
ほ
え
み
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
ら

　

不
愉
快
に
な
る
代
わ
り
に

　

あ
な
た
の
方
か
ら
ほ
ほ
え
み

か
け
て
ご
ら
ん
な
さ
い

　

実
際　

ほ
ほ
え
み
を
忘
れ
た

人
ほ
ど

　

そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
人

は
い
な
い
の
だ
か
ら

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
人
に
少
し
で
も
近
づ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
は
ボ
ケ
防
止
の
問
題
で

す
。

「
8
」
と
い
う
数
字
を
8
個

使
っ
て
「
１
０
０
０
」
と
い
う

数
字
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
3
通
り
の
答
え
を
知
っ

て
い
ま
す
。
も
っ
と
た
く
さ
ん

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

拙
い
文
で
失
礼
い
た
し
ま
し

た
。

　次号「ふれあい第 71 号」に掲載する原稿を
募集しております。下記の要領にて募集いたし
ますので、皆様ぜひご投稿ください！

原稿締切：令和2年 9月末

〒 814-0192　
城南区鳥飼６‒1‒1 城南区役所１階
　　城南区シニアクラブ連合会事務局
 TEL：092-833-4107

【宛先】

ふ れ あ い 原 稿 募 集



第 7 0 号  ふ れ あ い （12）

「城南区シニアクラブ連合会 ふれあい」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されています

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

12
月
10
日
（
火
）、
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
を
城
南
体
育
館
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
で
8
回
目
と
な
る

こ
の
交
流
会
で
す
が
、
当
日
は
96
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
内
原
会
長
よ
り
「
何

を
す
る
に
も
健
康
が
1
番
で
す
。
今

日
は
楽
し
く
み
ん
な
で
遊
び
な
が
ら
、

健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
に
励
み

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
8
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

い
よ
い
よ
競
技
開
始
。輪
投
げ
や
ボ
ー

ル
入
れ
な
ど
計
5
種
目
の
競
技
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
競
技
中
に
、
ボ
ー

ル
入
れ
で
は
、
運
営
委
員
が
成
功
し

た
参
加
者
に
飴
を
あ
げ
た
り
、ス
プ
ー

　

こ
の
た
び
は
「
ふ
れ
あ
い
」
の
発
行

に
あ
た
り
ま
し
て
広
告
の
掲
載
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と

願
っ
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
か
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
へ
の
お
礼

編
集
後
記

　

今
年
も
本
格
的
な
夏
に
な
り
ま
し
た

が
、
会
員
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
「
ふ
れ
あ
い
第
70
号
」
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
で
、
国
や
県
か
ら
「
家
に

い
ま
し
ょ
う
（
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム
）」

と
お
願
い
が
あ
っ
た
関
係
で
在
宅
で
と

い
う
方
が
多
い
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
も

と
生
活
の
あ
り
方
が
変
わ
っ
て
い
る
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
家
に
い
る
こ

と
で
普
段
や
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

始
め
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

1
つ
は
江
戸
期
の
有
名
な
俳
諧
の
3

人
（
芭
蕉
、
蕪
村
、
一
茶
）
に
つ
い
て

勉
強
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福
岡
近
辺
で

訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
所
に
、
万
葉
歌

碑
が
結
構
あ
る
こ
と
を
ネ
ッ
ト
な
ど
で

お
さ
ら
い
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
広
報
部
員
一
同
が
ん
ば
っ
て

皆
様
へ
情
報
を
お
届
け
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
回
も
会
員
の
皆
様
か

ら
多
数
の
ご
投
稿
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
文
芸
の
ご
投

稿
も
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
部
一
同

ボール入れ

お
宝
釣
り
ゲ
ー
ム

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

動
い
て
笑
っ
て

み
ん
な
い
き
い
き

ン
競
走
な
ど
の
チ
ー
ム
戦
で
は
、
勝

利
し
た
チ
ー
ム
に
賞
品
を
渡
す
な
ど

ち
ょ
っ
と
し
た
ご
褒
美
つ
き
。

　

チ
ー
ム
関
係
な
く
み
ん
な
で
笑
い

合
い
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
で
交
流
会
は
進
行
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

仲
間
と
一
緒
に
身
体
を
動
か
し
て

心
身
と
も
に
温
ま
り
、
今
回
も
大
変

盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ド
リ
ブ
ル
競
走

会長も元気に参加！


